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影 か らみ て 略 球 堀こに 近 い こ と が 分 る.ウ ィ ー ル ス が す べ て 一 様 に 充 實 し た 球 状 を 呈 して い な い

こ と は 上 述 の 球 菌 と同 所 見 で あ る.

 3) 麟 炎 ウ イFル ス 無 敬 に軍 在 す る ウ イ .一ル ス の 外 に双 球 菌 様 配 列,池 鎮 朕 配 列,更 に 標

本 に よ つ て は 多 敬 の ウ イ ー ノしス よ り な る 白 然 凝 集 像 を 認 め る.大 さ は40mμ の もの 最 も多 く,

稀 に20mμ 或 い は そ れ よ り小 さい もの も認 め ら れ る.此 の ウ イ ー ル ス も亦 略 球 状 に近 い 形 状 を

有 す る.
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 粉艦粒子の問題は無業材料,顔 料,研 磨剤,電 極材料,ゴ ム及び紙の充鎭醐等工業的に重要

であ り,場合 により極 く細かい しか も均一な一定粒度の粉罷 を製造 することが必要である.0.1

μ以下の非常に細かい粉膿を超微粉艦 と呼ぶこととする.從 來この大 さは膠質學にて取扱われ

た虞にて,特 に漁式法にて超微粉艦を生成する場合には膠質粒子生成原因の基本問題 とも關連

し興味がある.漁 式法の一例 として沈降性鞭類(特 にCa CO3)の 生威反慮に於て反悠條件 と

生成 した粉艦(結 晶)の粒度及び性質 との關係を明 らかにしようとする.第1報 に於ては起微粉

盟 の粒度測定特 に電 子顯微鏡 による観察及びX線 分析 によ り得 られた結果の比較 をする.

 1)粒 子 分 析 法

                   (115)
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 一 般 に現 在 知 られ て い る粒 子の 粒 度 測 定法 は次 の亥ロくで あ る.

 a.力 學 的 方 法1(1)節 別 法(2)簸 別法(3)沈 降 法(4)遠 心 法

 ト.光 學 的 方 法.: (5)光 學 顯 微鏡 (6)限 外 顕 微鏡 (7)電 子顯 微 鏡 (8)N線 叉 は 電

          子 回 析 (9)光 散鑑 を川 い る法

 c.物 理 化 學 的 方 法}(10)滲 透UP,i(11)疲ll文(12)電 氣 泳動 を川 い る法 (13)吸 済 法 (14)

          流 通 法

この 内超 微 紛 膿 に 川 い得 る ものは(4),(6)～(13)で あ るが,粒 子 形 朕 の 解 るの は(7)の み にて

他 は 殆 ん ど'卜均 粒 慶 が 解 るに 過ぎ ない.(8)は 同 蒔 に結 品 形 が解 る利 黙 が あ る.

 2)光 畢 及 び電 子 顯 微 鏡 に よ る観 璽結 果

 扱 て,試 料 と してi次報 の 如 き方法 に よ り生 成 し た('a・(;O:1の 内 代 表 的 な3種(A,B, C)を 選

ん で 川 い た.そ の光 學 顯伽 た及び電 子 顯 微鏡 に よ る親 察の 主 な る結 果 は次 の如 くで あ る.

   試矧 光 學 顯 微 鋭 i電 子 瀬 微 鏡

    ・ 膿 議 糖 騨 ・ 1  -
                      

    B 細 かい結晶(形 は不関)大 きさ1～2μ 1板 状菱形結 晶 大 きさ0.5～2μ

    ・ 粒子・し… 靴   1斜方瓶 壁繍 大きさ…3・一…5・ ・

 次 に粒 度分 布 曲線 を 求 め た.沈 降 法(、Vi・gner装 置,沈 降 距 離25Cm,解 膠 剤 と して 焦 性 燐

酸 ソPtダ0.005M)よ り程 た粒`r痙 頻度lH菌 長で ぱ極 大 粒 子 径 は 試 料Aは7.3μ,試 料Bは1.7μ

で あつ た.試 料Cに 就 い て は この 方法 に よ る測 定 は 困誰 で あ るが,弧 い て求 め た る にO.7,t`と

なつ た.一 方 電 子 顯 微鏡 爲 員 を用 い 斗00個 の粒 子 に就 い て 分 布 曲 線 を書 い た結 果(重 量%と し

て)0.03～0.09μ,極 大0.055μ の 値 を得 た.爾 糸占果 が大 い に異 な る こ とか ら逆 に05μ 以 下 の

粒 子 纒 の 粒子 に封 して は沈 降 法 を用 い られ な い こ とが示 され た.

 3)X線 回析 に よ る結 果

 CuKα 線 を 用 い1)ebye-・Scherrev法 に よ りX線 廻 析爲 眞 を揚 影 し,更 に光 度 計 に よ り光 度

曲線 を書 い た.そ れ よ り計算 した格 子 閥 距 離(1は 次 の如 くで あ る.

   試 料1    ・(A)    i・(A)
   

   

   

 一般 にCaCO3に は方 解 石Calcite(艦 心菱 面 罷 格子)霰 石Aragomite(斜 方 軍 位格 子)及

びμ一CtしCO3と が あ るが,格 子間 距 離 を比 較 す る と試 料A.B.C.共 にCalctiteで あ る.

次 に5番 目の 線 が 最 も顯 著 に現 われ るの で その ノ1職幅Bの 値 か らScherrer式

     圓 ・・÷ ・撮 σ+・

                  (116)
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(敢 に θはBlag9角, Aは 川 い たX線 の波 長(1537.4), bは 装 置 に特 有 な廻 析 線 の 幅 の 最小 値

で あ る)に てbを 略 し,結 晶 粒 子 径Dを 求 め た るに上 表 の最 後 の行 の如 くで あ る.

 4)比 較 考 察

 以 上 の如 くA.B.C.3種 の 試 料 は 顯 微鏡 的 槻 察 で は大 し・に粒 度 が異 な るにか か わ らす, X線

分 析 で は 略 等 しい結 果 とな つ た.試 料Cに 就 い て は爾 方 法 の結 果 が略 一 致 して い る.こ れ が試

料A及 びBの 粒 子 の基 本 結 品 罷 で あ る と も考 え られ る.吏 に最 近 の電 子 顯 微 鏡 槻察 とX線 分

析 との測 定 比較 の の 例1)を 併 ぜ考 察 を試 み た カ{詳細 は省 略 す る.要 す るに試 料Cの 如 き超 微 細

粒 子 の粒 度 測 定 に は 電 子 顯 微 鏡 とx線 廻 析 の 併 用 がイf効で あ り,粉 罷 粒 子 の微 細 構 造 を考 慮 す

る必 要 が あ る と思 う.

 電 子 顯 微 鏡 爲 眞 は 島津 製 作 所 及 び 口立 中央 研 究所,X線 窟 眞 は 雷 所 卜田 研究 室 に依 頼 した.

各 位 の御 厚 意 に感 謝 す ろ.
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 超 微細 沈 降 性 轡類 の 生 成 反 慮 の第 一例 と して 超 微細 炭酸 カル シ ウ ムの 生 成 反慮 を研 究 した.

超 微 細 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 生 成 に就 い て は 從來 二 三 の文 献 が あ るの み で あ る●例 へ ば炭 酸 加 里 と

酷 酸 カ ル シ ウ ム との溶 液 か ら卵 白 の添 加 に よ り生 じた沈 澱 をア ル コ ール で 洗 溝 して得 た報 告1)

稀 薄 炭 酸 ア ンモ ニ ウ ム溶 液 と稀 薄 臨 化 カル シ ウ ム溶 液 とを室 温 で(15～29。C)反 癒 させ て μ一

CaCO3叉 はVateriteと 思 わ れ る膠 質 沈 澱 を得 た}杖告2)等 力{ある.以 一Lの如 く從 來得 られ た

超 微紬 炭酸 カ ル シ ウ ムは 総 て實 験 室的 操 作 に よ る もの で,こ れ を工 業 的 に行 うに は 多 くの 困難

を作 う.本 實 験 で は 威 可 く工 業 的 に即 した反 慮 自Pち本 邦 の 天 然 資 源 と して 多 く存 在 す る石 荻 石

                   (117)


